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ボールの軌道の遮蔽が捕球課題遂行中の幼児の
タイ ミングコントロール能力に与える影響
The influence of masking the ball trajectory for children's control of 




　　　 本研究 は幼児を対象 として、移動す る対象物(ボ ール)を 捕球す る時 ボールの軌道が遮蔽 された条件下 で
　　 の タイ ミングコン トロールへの影響を明 らかにす ることを 目的 と した。被験者 は保育園 に通 う4歳 児7名 、
　　 5歳 児6名 の合計13名 であ った。被験者の課題 はボールを視覚的に追従 し、ス ター ト地点か ら捕球地点へ移
　　 動す るとともに、 ボールの落下 と被験者 自身の移動完了をで きるだ け一致 させ、 ボールを正確 に捕球す るこ
　　 とであ った。ただ し、 ボールが移動す る際、その軌道が部分的 に遮蔽 された装置を用いた。試行数 は1日20
　　 試行を2日 間、合計40試 行であ った。 ボールの落下 と被験者 の移動完了 との タイ ミングの一致度 を算 出 した。
　　 またその際、 ボールの移動 に対す る被験者の移動時間を計測 した。 これ らの測度において年齢群によ る比較
　　 を行 った。
　　　 結果 として は、5歳 児群の方が4歳 児群よ りも捕球成績が優れていた。 この ことは単純 に捕球技能の習熟
　　 差が加味 されてい るということは言 うまで もないが、本研究のよ うに被験者 自身 も移 動を ともな うよ うな場
　　 合で は被験者の移動パ ター ンもタイ ミング調節 にとって重要な意味を持っ。続いて、各区間の移動時間 に着
　　 目す ると、5歳 児群で は遮蔽あ り条件、条件 ともに顕著な違い は見出 されなか ったが4歳 児群で は遮蔽あ り
　　 条件で5歳 児群 と類似 した反応を示 した一方 で、遮蔽な し条件 では先行研究 と同様の移動パ ター ンを示 した。
　　 4歳 児群の遮蔽あ り条件での移動パ ターンは移動す る指標の特性が把握で きず、対象物 との協調関係が確立
　　 されていなか ったため に起 こると考え られ るが、遮蔽な し条件で は視覚的制限が取 り除かれた状態であ るた
　　 め先行研究 に見 られ るような方略を行 っていた可能性があ る。すなわ ち、で きる限 りボールの移動の視認 を
　　 しなが ら到達点まで移動 して いた と考え られ る。 これ らの違いが タイ ミングコン トロール に影響を与えた可
　　 能性が示唆 され る。
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1.は じめ に
　 移 動 す る対 象 物 に対 して 自身 の 身 体 を 時 空 間 的
に一 致 さ せ る行 為 を 捕 捉 行 為(interceptive　 ac-
tion)と い う。 こ の捕 捉 行 為 は野 球 の外 野 手 が 飛
来す るボ ール を正確 に捕球 す る際 やサ ッカーの フィー
ル ドプ レー イ ヤ ーが 味 方 の ロ ングパ スを 正 確 に ト
ラ ップす る際 等 に必 要 とな る。 この た め 捕 捉 行 為




























地点に移動 していた。これに対 して5歳 児群はボー
ルの移動が開始されるとともに移動を開始 し、低
速かっ一定の速度で移動を行っていた。結果とし







































れた。 レールには20° の傾斜がっけられ、 ビーチ













　 ボ ール の 落 下 地 点 の 決 定 は、 予 備 実 験 にお いて
本 実 験 同 様 の 手 続 きで 行 わ れ た 。 す な わ ち、 ボ ー
ル の 移 動 開 始 地 点 か らボ ール を 移 動 させ た 時 の 地
面 に接 地 した 位 置 と し、 同 様 の 手 続 きを50回 行 わ
せ る こ と に よ って 最 も落 下 の 頻 度 が 高 い位 置 に決
定 した 。 この こ と は本 実 験 の 試 行 間 にお いて 著 し
く落 下 位 置 が 変 化 しな い こ とを 保 証 す る もの で あ
る。
　 幼 児 は小 さ いサ イ ズの ボ ール よ り も大 き いサ イ
ズの ボ ール の 方 が 、 捕 球 成 績 が 向 上 す る こ とが 明
らか と な って い る(lsaacs,1980)。 本 研 究 で は、
で きるだ け幼児 が 捕球 しやす い よ うに ゴム製 の ビー
チ バ レー ボ ール(モ ル テ ン社 製;直 径45cm)を 使
用 した 。 また 、 ボ ール の 色 の 違 い は捕 球 成 績 に影
響 を 与 え な い と い う知 見(Payne&Koslow,
1981)か らす べ て の 被 験 者 で 赤 色 の ボ ール を 統 一
して 使 用 した。
2.3　 実 験 課 題
　 被 験 者 は ボ ール を 視 覚 的 に追 従 し、 ス タ ー ト地
点 か ら捕 球 地 点 へ 移 動 す る と と も に、 ボ ール の 落
下 と被 験 者 自身 の移 動 完 了 を で き るだ け一 致 させ、
ボ ール を 正 確 に捕 球 す る こ とを 求 め られ た 。
2.4　 手 続 き
　 被 験 者 は まず ス タ ー ト地 点 に立 ち、 ボ ール の 移
動 開 始 地 点 に視 線 を 向 け、 ボ ール を 注 視 した 状 態
を 維 持 した。 ボ ール は移 動 開 始 の 合 図 と と も に落
下 地 点 へ 向 けて 移 動 を 開 始 した 。 そ して 、 被 験 者









2日 目に遮蔽な し条件を実施 し、もう半数の被験












ら1.5m上 方の位置(ボ ールの落下完了時期 と位
置づける)。 これ らをもとに被験者が各センサー
間を移動 した時間を集計 した。なお、これ ら移動
や捕球に関する各区間を、①一②:区 間A、 ②一③:
区間B、 ③一④:区 間C、 ④一⑤:区 間Dと した




























※1　 被験者が ボールを捕球 す るために両 手を挙上 した時の手 の位置が、地上 か らおおよそ1.5mに 位 置す るとの想 定





区間Dは 上述 した恒常誤差という視点か らタイミ
ングの正確性と見なすことができる。
3.結 果
3.1　 ボ ー ル の捕 球 成 績
　 表1は 遮 蔽 の 有 無 に対 す る各 年 齢 群 の 捕 球 成 績
を 示 した もの で あ る。 各 年 齢 の 捕 球 成 績(捕 球 成
功 率)に 与 え る遮 蔽 の 影 響 を 明 らか にす るた め 、
年 齢(3:4歳 児 群 ・5歳 児 群)× 遮 蔽(2:あ
り ・な し)の2要 因 分 散 分 析(第2要 因 の み 繰 り
返 し)を 行 った 。 そ の 結 果 、 遮 蔽 要 因 の 主 効 果 が
有 意 で あ った(F(1,11)=13.83,p<0.01)。 ま た、
年 齢 ×遮 蔽 の交 互 作 用 が有 意 で あ った(F(1,11)=
7.78,p<0.01)。 交 互 作 用 が 有 意 で あ った た め 単
純 主 効 果 の 検 定 を 行 った と こ ろ、5歳 児 群 にお い
て 遮 蔽 あ り条 件 よ り も遮 蔽 な し条 件 の 方 が 有 意 に



























歳児群)× 遮蔽(2:あ り ・な し)の2要 因分散





図4　 区間Aに お ける移 動時間の年齢条件 と
　　　遮蔽条件に よる比較
図5　 区間Bに お ける移 動時間の年齢条件 と
　　　遮蔽条件に よる比較
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図6　 区間Cに お ける移動時間の年齢条件 と
　　　遮蔽条件 によ る比較
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